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and Hopf 2000）。インド亜大陸では、エンマーコムギはメヘルガル（Mehrgarh）の紀元前 4 千
年紀から一粒系コムギとともに出土し、また、ハリヤーナ州クナール（Kunal）の初期ハラッパー
文化期（紀元前 3000 年～ 2500 年）やパンジャーブ州ローヒラー（Rohira）の初期・盛期ハラッ
パー文化期から出土している（Saraswat and Pokharia 2003）。
　しかし、エンマーコムギはその穀粒が硬い苞穎に包まれる難脱穀性（non free threshing）のコ
ムギであり、同じ難脱穀性の一粒系コムギや普通系のスペルタコムギ（T. aestivum ssp. spelta）と
ともに、穀粒を包む苞穎が柔らかく容易に脱穀できるマカロニコムギ（T. turgidum ssp. turgidum 





とが報告されている（阪本 2000; Ohta 2002）。
現地調査
　今回のプロジェクト全期間を通じて、2007 年 9 月にタミルナードゥ州ニルギリヒルを調査
したのをはじめに、西ゴート山脈東麓に沿って、2008 年 10 月シェベロイヒルとカルナータカ
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栽培地域と呼称
　合計 26 の町村でエンマーコムギの実物を確認した。内訳は、タミールナードゥ州北部 2 か
所、カルナータカ州 9 か所、マハーラーシュトラ州南部 15 か所であった（図 2）。タミールナー
ドゥ州で栽培を確認したニルギリヒ
ルとシェベロイヒルは東西ゴート山







































　エンマーコムギの作付けは栽培地域に係わらず、乾季の始まりである 10 月あるいは 11 月に






















マハーラーシュトラ州 510 m ～ 810 m 10 月～ 11 月 2 月～ 3 月
カルナータカ州 490 ｍ～ 650 ｍ 10 月～ 11 月 2 月～ 3 月
タミールナードゥ州 1,700 ｍ
10 月～ 11 月 1 月～ 2 月




マハーラーシュトラ州 khapli, khapal ukal, okhal musal
カルナータカ州 jave-godi, jame-godi,budde-godi oralu, uralu, onakekallu onake
タミールナードゥ州 samba-godi oralu, uralu onake, ulakai
図 3　エンマーコムギの固い穎を取り除くための
石臼（oralu）と縦杵（onake）
カルナータカ州 I. D. ハリー












ゴディイット godi-it をつくりシバ神に供える（Ohta 2002）。マハーラーシュトラ州では、ディー
パワリの前に行われるガタスタープナの祭りで、他の数種の穀類とともにエンマーコムギの小





ゴビナ共和国の国境地帯で収集したエンマーコムギが系統保存されている（Furuta and Ohta 
1993）。これらのエンマーコムギ 114 系統を、2008 年秋に福井県立大学で播種、屋外の実験研
図 4　京都大学と福井県立大学に系統保存されている各地のエンマーコムギ 114 系統を福井県立大学の
実験圃場で秋播き栽培したときの出穂日の頻度分布






図 5　エンマーコムギの伝統的利用法．A: ウプマ、B: ロッティやチャパティ、C: シャーヴィゲ、
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究圃場で比較栽培し、2009 年春に出穂期の変異を調査した（図 4）。
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